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【「協働による授業づくり」の推進】 

           目次 

 

協働による授業づくりの良さ                     

 

校内研修の年間計画 

 

校内研修の具体例 

（１）5 分コース 

（２）30 分コース 

（３）60 分コース 

 

指導体制の工夫，複数の教師による評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・９４ 

 

・・・・・・・９５ 

 

 

・・・・・・・９６ 

・・・・・・１００ 

・・・・・・１０２ 

 

・・・・・・１０４ 
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「協働による授業づくり」の推進 
 

 

 

 

 

 
 

協働による授業づくりの良さ 
 □ 道 徳 科 の 理 解 の 深 ま り や 授 業 の 質 の 向 上 に つ な が る 。  
 □ 児 童 生 徒 の 変 容 を 複 数 の 目 で 見 取 り ， 評 価 に 対 し て 共 通 認 識 を 持 つ こ と が で き る 。  
 □ 指 導 の 系 統 性 に つ い て 考 え る こ と が で き る 。  

□ 異 な る 立 場（ 学 年 ，教 科 等 ）か ら の 意 見 が ，授 業 者 の 新 た な 気 付 き を 促 し ，指 導 力 が 向 上   
す る 。  

  

 

 

 

 

 

 

種 類  内 容  ね ら い  

5 分 コ ー ス  

「 ワ ン ポ イ ン ト 研 修 」 

 

 

  

ｐ 98～ 101 

○ 道 徳 科 の 基 本 的 な

理 論 等 の 共 通 理 解

を 図 る 。  

○ 道 徳 科 の 用 語 の 意

味 を 理 解 す る 。  

・年 間 を 通 し て ，継 続 し て 研 修 を 行 う こ と に

よ っ て ，道 徳 科 の 授 業 に 対 し て 意 識 の 向 上

を 図 る 。  

・ 理 論 編 と 演 習 編 を 組 合 せ な が ら 行 う こ と

に よ っ て ， 理 論 を 知 っ た 上 で 実 践 に 生 か

す 。  

30 分 コ ー ス  

「 実 践 ミ ニ 研 修 」  

 

 

 

ｐ 102～ 103 

○ 道 徳 科 の 基 本 的 な

理 論 等 の 共 通 理 解

を 図 る 。  

○ 具 体 例 を 基 に ，授 業

構 想 や 評 価 に つ い

て の 理 解 を 深 め る 。 

・年 度 初 め に 検 討・確 認 し た い こ と ，学 期 の

途 中 で 確 認 し た い こ と を 共 通 理 解 し な が

ら ， 道 徳 科 の 授 業 を 進 め る 。  

・「 サ ポ ー ト ブ ッ ク 」 の 内 容 と 実 際 の 授 業 を

結 び 付 け て 考 え る 。  

・ 学 校 全 体 の 評 価 の 捉 え の 統 一 を 図 る 。  

60 分 コ ー ス  

「 授 業 づ く り 研 修 」  

ｐ 104～ 105 

○ 協 働 に よ る 授 業 づ

く り を 行 い ，実 践 的

指 導 力 向 上 を 図 る 。 

・今 後 行 う 授 業 を 構 想 し た り ，模 擬 授 業 を 行

っ た り す る こ と で 授 業 を 見 る 視 点 に つ い

て 共 通 理 解 を 図 り ， 授 業 実 践 力 を 伸 ば す 。 

１ サポートブックを活用した校内研修  
学 校 の 実 状 に 合 わ せ て ，５ 分 コ ー ス ，30 分 コ ー ス ，60 分 コ ー ス の ３ 種 類 の 研 修 を ，

い ろ い ろ な 組 合 せ で 行 う こ と が で き ま す 。  
 

 

 

自 分 一 人 で 授 業 づ く り を し て い る と ，「 考 え ，議 論 す る 道 徳 」の 授 業
が で き て い る の か ， 不 安 に な り ま す 。  
 

学 校 全 体 で 協 働 に よ る 授 業 づ く り を 行 う こ と で ， 教 師 同 士 が 学 び
合 う こ と が 日 常 的 に な り ， 道 徳 科 の 理 解 の 深 ま り や 指 導 力 の 向 上 に
つ な が り ま す 。  

学 校 全 体 で 共 通 の 視 点 を も っ て 授 業 づ く り に 取 り 組 む こ と が 大 切
で す 。ぜ ひ「 サ ポ ー ト ブ ッ ク 」を 使 っ て ，共 通 理 解 を 図 り な が ら 協 働
に よ る 授 業 づ く り を 行 っ て み て く だ さ い 。  
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月  
 

 
 

 

コ ー ス  研 修 内 容  コ ー ス  研 修 内 容  コ ー ス  研 修 内 容  

４  30
分  

理 論  
編 １  

「 考 え ， 議 論 す
る 道 徳 」 の 実 際  

５
分  

理 論
編 １  

基 本 的 な 理 論    
     １  

５
分  

理 論
編 １  

基 本 的 な 理 論  
     １  

５  ５
分  

理 論  
編 11 

評 価 の 基 本
的 な 考 え 方  

５
分  

理 論
編 ４  

教 師 の 明 確 な
意 図  

５
分  

理 論  
編 11 

評 価 の 基 本
的 な 考 え 方  

６  ５
分  

理 論  
編 ３  

内 容 項 目 の
理 解  

30
分  

演 習
編 １  

見 取 り と 評 価
の 具 体  

５
分  

理 論
編 ２  

基 本 的 な 理 論  
     ２  

 
 
 
 

７  ５  
分  

理 論
編 10 

発 問 づ く り  ５  
分  

理 論
編 ５  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  
５
分  

理 論
編 ３  

内 容 項 目 の
理 解  

８  60 
分  

演 習  
編 １  

１ 時 間 の 授 業
を 構 想 す る  

60 
分  

演 習  
編 １  

１ 時 間 の 授 業
を 構 想 す る  

５
分  

理 論
編 ４  

教 師 の 明 確
な 意 図  

 
 
 
 

９  ５  
分  

演 習
編 １  

自 分 と の 関 わ り で
考 え さ せ る 展 開 例  

５  
分  

理 論
編 ６  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  
５
分  

理 論
編 ５  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

10 ５
分  

演 習
編 ２  

多 面 的 ・ 多 角 的 に
考 え さ せ る 展 開 例  

５
分  

理 論
編 ７  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  
５
分  

理 論
編 ６  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

11 ５
分  

演 習
編 ３  

ね ら い に 迫 る た め

の 発 問 を 構 想 す る  

５  
分  

理 論
編 ８  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  
５
分  

理 論
編 ７  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

12 60 
分  

演 習  
編 ２  

模 擬 授 業 を
行 う  

５
分  

理 論
編 ９  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  
５
分  

理 論
編 ８  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

１     ５
分  

演 習
編 １  

自 分 と の 関 わ り で
考 え さ せ る 展 開 例  

５
分  

理 論
編 ９  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

２     ５
分  

演 習
編 ２  

多 面 的 ・ 多 角 的 に
考 え さ せ る 展 開 例  

５
分  

理 論
編 10 

発 問 づ く り  

３     ５
分  

理 論
編 10 

発 問 づ く り  ５
分  

演 習
編 ３  

ね ら い に 迫 る た め

の 発 問 を 構 想 す る  

 
 

 

（１）校内研修の年間計画例  

理 論 編 の 研 修 を 中 心 に 行 っ た 次 の 年 は ， 演 習 編 を 取 り 入 れ て み る
な ど ， 複 数 年 を 見 通 し て 研 修 を 計 画 で き る と い い で す ね 。  

例 ２ ： 道 徳 科 の 理 解 を  
実 践 力 に つ な げ た い 場 合  
 

「 基 本 的 な 理 論 」「 評 価 」 に つ い て は 年 度 初 め に 研 修 を 行 い ，  
共 通 理 解 を 基 に 道 徳 科 の 授 業 を 進 め て い け る よ う に し ま し ょ う 。  

時 間 は か か り ま す が ，「 １ 時 間 の 授 業 を 構 想 す る 」 演 習 は と て も  
効 果 的 で す 。 ぜ ひ 長 期 休 業 期 間 等 に 行 っ て み て く だ さ い 。  

例 １  実 践 力 を 高 め た い  
場 合  

: 例 ３  道 徳 科 の 理 解 を  
積 み 上 げ た い 場 合  

: 
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 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

理

論

編

１  

基 本 的 な 理 論 １  

〈 教 科 化 の 背 景 ・

道 徳 科 の 目 標 〉  

 

 
理 論  
「 教 科 化 の 背 景 」  
「 道 徳 科 の 目 標 」 ｐ ５ ～ ７  

ね ら い  教 科 化 の 背 景 と 道 徳 科 の 目 標 に つ い て ， 共 通 理 解 を

図 る 。  

流 れ  ① こ れ ま で の 道 徳 の 授 業 を 振 り 返 り ， 教 科 化 さ れ て

変 わ っ た こ と は ど の よ う な こ と だ と 思 う か ， 意 見

を 交 換 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 教 科 化 の 背 景 」と「 道 徳 科 の

目 標 」 を 確 認 す る 。  

理

論

編

２  

基 本 的 な 理 論 ２  

〈「 考 え ， 議 論 す る

道 徳 」 の 捉 え 方 〉  
 
 
理 論  
「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 の

捉 え 方 」 ｐ ８  

ね ら い  「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 捉 え 方 に つ い て ， 共 通 理

解 を 図 る 。  

流 れ  ① 「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 各 自 の 捉 え 方 を ワ ー ク

シ ー ト に 書 き ， 共 有 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 の 捉

え 方 」 を 確 認 す る 。  

理

論

編

３  

内 容 項 目 の 理 解  

 

 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 内 容 項 目 を 理 解 す る ポ イ

ン ト 」 ｐ ６ ２  

内 容 項 目 集 ｐ １ ０ ～ １ １  

ね ら い  児 童 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ て 指 導 内 容 が 異 な る こ

と を 押 さ え ， 内 容 項 目 の 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 内 容 項 目 を 理 解 す る ポ イ ン

ト 」 を 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 「 内 容 項 目 集 」 で 指 導 の 要 点 に

つ い て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

４  

教 師 の 明 確 な 意 図  

 

 
 
 

 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 教 師 の 明 確 な 意 図 」 ｐ ６ ６  

ね ら い  「 明 確 な 意 図 」 を 持 つ た め に 必 要 な ３ 点 （ 内 容 項 目

の 理 解 ， 児 童 生 徒 の 実 態 把 握 ， 教 材 の 活 用 ） に つ い

て の 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 道 徳 の 授 業 づ く り で 大 切 だ と 思 う こ と に つ い て ，

意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 教 師 の 明 確 な 意 図 」 に つ い

て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

５  

 

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

（ 全 体 ）  

 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン

ト 」 ｐ ６ １  

ね ら い  １ 時 間 の 学 習 指 導 過 程 を 構 想 す る 時 に 押 さ え て お

き た い ４ つ の ポ イ ン ト を 確 認 す る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 を ど の よ う な 流 れ で 構 想 し て

い る か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン

ト 」 を 確 認 す る 。  

  ①５分コース「ワンポイント研修」（打合せ・職員会議など） 

理論編  

（２）校内研修の具体例  

道
徳
科
の
基
本
を
押
さ
え
る 

明
確
な
意
図
を
持
つ 
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理

論

編

６  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 問 題 意 識 を 持 た せ る 〉  
 
 
 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 導 入 の 工 夫 」 ｐ ６ ８  

ね ら い  児 童 生 徒 が 問 題 意 識 を 持 つ た め の 導 入 の 工 夫 に つ

い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 の 導 入 場 面 で ど の よ う な 学 習

活 動 を し て い る か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 導 入 の 工 夫 」に つ い て ，確 認

す る 。  

理

論

編

７  

学 習 指 導 過 程  

４ つ の ポ イ ン ト  

〈 多 面 的 ・ 多 角 的
に 考 え さ せ る 〉  

 
 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ

せ る 学 習 」 ｐ ７ ３ ～ ７ ４  

ね ら い  児 童 生 徒 が 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え る た め の 工 夫 に つ

い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 短 め の 教 材 を 取 り 上 げ ， 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ

せ る た め に ， ど の よ う な 発 問 や 学 習 活 動 が で き る

か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 多 面 的・多 角 的 に 考 え さ せ る

学 習 」 に つ い て ， 確 認 す る 。  

理

論

編

８  

学 習 指 導 過 程  
４ つ の ポ イ ン ト  

〈 自 分 と の 関 わ り
で 考 え さ せ る 〉  

 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ

せ る 学 習 」 ｐ ７ １  

ね ら い  児 童 生 徒 が 自 分 と の 関 わ り で 考 え る た め の 工 夫 に

つ い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ

る 学 習 」 に つ い て ， 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 学 習 指 導 案 集 で 発 問 や 学 習 活

動 の 例 を 確 認 す る 。  

理

論

編

９  

学 習 指 導 過 程  
４ つ の ポ イ ン ト  

〈 自 己 ( 人 間 と し て ) の 生 き

方 に つ い て 考 え さ せ る 〉  

 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 終 末 の 工 夫 」 ｐ ７ ０  

ね ら い  児 童 生 徒 が 自 己 （ 人 間 と し て ） の 生 き 方 に つ い て 考

え る た め の 終 末 の 工 夫 に つ い て ， 理 解 を 深 め る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ，「 終 末 の 工 夫 」に つ い て ，確 認

す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク の 学 習 指 導 案 集 で 発 問 や 学 習 活

動 の 例 を 確 認 す る 。  

理

論

編

10 

発 問 づ く り  

 

 

 
 
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 発 問 づ く り 」 ｐ ７ ５ ～ ７ ８  

ね ら い  授 業 の ね ら い に 迫 る た め の 発 問 づ く り に つ い て ， 理

解 を 深 め る 。  

流 れ  ① 普 段 の 道 徳 の 授 業 で ， ど の よ う な 発 問 を し て い る

か ， 意 見 交 換 を す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ね ら い に 応 じ た 発 問 の 例 を 確

認 す る 。  

理

論

編

11 

評 価 の 基 本 的 な  

考 え 方  

 
 
道 徳 科 の 評 価  
「 評 価 の 意 義 」 「 授 業 構 想 か

ら 評 価 ま で の 流 れ 」 「 見 取
り の 方 法 」「 見 取 り の 工 夫 」 

ｐ ８ ５ ～ ８ ９  

ね ら い  道 徳 科 の 評 価 に つ い て の 基 本 的 な 考 え 方 と 見 取 り

の 方 法 に つ い て ， 共 通 理 解 を 図 る 。  

流 れ  ① 道 徳 科 の 評 価 を ど の よ う に 行 っ て き た か ， ど の よ

う に 行 え ば よ い と 思 う か を ， 意 見 交 換 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 道 徳 科 の 評 価 の 基 本 的 な 考 え

方 と 評 価 を 行 う 際 に 押 さ え て お き た い 大 き な ２

つ の 視 点 を 確 認 す る 。  

 

学
習
指
導
過
程
を
構
想
す
る 
発
問
を
工
夫
す
る 

評
価
の
基
本
を
押
さ
え
る 
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 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

演

習

編

１  

自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ る  

展 開 例  

 

 

 

 

 
 

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ る 」  
「 板 書 の 工 夫 」 ｐ ７ １ ， ｐ ７ ８  

ね ら い  心 情 ス ケ ー ル を 活 用 し ，自 分 と の 関 わ り で

考 え る こ と に つ い て 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で 要 点 を 確 認 し ，テ ー マ

を 提 示 す る 。対 立 が 生 じ る 身 近 な テ ー マ

だ と よ い 。  

② 黒 板 か 模 造 紙 に 心 情 ス ケ ー ル を 書 き ，自

分 の 考 え に 近 い 場 所 に 名 前 を 書 く 。  

③ 他 の 教 師 の 考 え と そ の 理 由 を 聞 き ，様 々

な 考 え を 共 有 す る 。  

演

習

編

２  

多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ せ る  

展 開 例  

 

 

 

 

 

 
  

授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え さ せ る 」  
「 板 書 の 工 夫 」ｐ ７ ３ ～ ７ ４ ，ｐ ８ １  

ね ら い  ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を 活 用 し ，多 面 的 ・ 多 角

的 に 考 え る こ と に つ い て 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で 要 点 を 確 認 し ，テ ー マ

を 提 示 す る 。複 数 の 感 情 や 葛 藤 が 生 ま れ

る よ う な 身 近 な テ ー マ だ と よ い 。  

② ワ ー ク シ ー ト に 各 自 の 考 え を 書 く 。時 間

が あ れ ば 近 く の 人 と 意 見 交 換 を す る 。  

③ 進 行 役 の 教 師（ 道 徳 教 育 推 進 教 師 等 ）が

模 造 紙 や 黒 板 に ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を 作

成 す る 。  

演

習

編

３  

ね ら い に 迫 る た め の  

発 問 を 構 想 す る  

 

 

 

 

 

 

 
内 容 項 目 集  ｐ １ ０ ～  
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

「 発 問 づ く り 」 ｐ ７ ５ ～ ７ ６  
 

ね ら い  実 際 の 教 材 を 活 用 し ，ね ら い に 迫 る た め の

発 問 を 構 想 す る 。  

流 れ  ※ 事 前 に 教 材 を 読 ん だ 上 で 研 修 を 行 う 。短

め の 教 材 や ，長 年 活 用 さ れ て い る 教 材 に

す る と 進 め や す い 。中 心 場 面 を ど こ に す

る か 考 え て お く 。  

①「『 指 導 の 要 点 』と 教 材 関 連 表 」を 参 考 に ，

授 業 の ね ら い を 共 通 理 解 す る 。  

② 中 心 場 面 を 設 定 し ，ね ら い に 迫 る た め の

発 問 を 考 え る 。  

③ 他 の 教 師 の 考 え を 聞 き ，様 々 な 考 え を 共

有 す る 。  

 

 

演習編  

で き る  で き な い  

 

苦 手 だ と は
言 え な い  

気 持 ち は  
う れ し い  

考 え や す い 教 材 の 例  

＜ 小 学 校 ＞  

・ 大 き な 絵 は が き （ 小 ４ ）  

・ 手 品 師 （ 小 ６ ）  

＜ 中 学 校 ＞  

・ 銀 色 の ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ（ 中 １ ） 

・ 二 通 の 手 紙 （ 中 ３ ）  

発
問
を
工
夫
す
る 

思
考
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を
知
る 

と り あ え ず
お 礼 を  

言 わ な き ゃ  

も ら っ た お 土 産 が  
苦 手 な 食 べ 物 だ っ た ら  

 

 

こ っ そ り  
誰 か に  

あ げ よ う  
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ね  
ら  
い  

「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 捉 え 方 に つ い て ， 共 通 理 解 を 図 る 。  

準  
備  
物  

参 加 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， 筆 記 用 具  

進 行 役 の 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， ワ ー ク シ ー ト  

研  
修  
の  
流  
れ  

時 間  活 動 内 容  進 行 手 順  

30 秒  ね ら い の 確 認  「 道 徳 科 で は『 考 え ，議 論 す る 道 徳 』の 授 業 へ の 転 換

が 求 め ら れ て い ま す 。 今 日 は ，『 考 え ， 議 論 す る 道

徳 』と は ど の よ う な 授 業 な の か ，み な さ ん で 考 え て

い き た い と 思 い ま す 。」  

４ 分  「 考 え ， 議 論 す

る 道 徳 」 に つ い

て 考 え る  

「『 考 え ， 議 論 す る 道 徳 』 と は ， ど う い う 授 業 だ と 思

い ま す か 。 ワ ー ク シ ー ト に 書 い て み て く だ さ い 。」  

（ 書 く ）  

「 書 い た こ と を ３ ～ ４ 人 の 小 グ ル ー プ を 作 っ て 共 有

し て く だ さ い 。」  

（ 話 合 い ）  

「 学 年 で 話 し て み て ，『 や っ ぱ り そ う だ よ ね 』 や 『 そ

ん な 考 え 方 も あ っ た の か 』と 思 っ た 考 え は あ り ま し

た か 。今 ，先 生 方 が 行 っ た こ と が ，道 徳 科 で 言 う『 議

論 す る 』 と い う こ と の 第 一 歩 だ と 思 い ま す 。」  

・サ ポ ー ト ブ ッ ク の「 考 え ，議 論 す る 道 徳 と は 」を 基

に 説 明 す る 。  

30 秒  ま と め  「 こ れ か ら 道 徳 の 授 業 を 行 う 際 に ，今 日 み な さ ん で 考

え て 確 認 し た『 考 え ，議 論 す る 』こ と を 意 識 し て 進

め て い き ま し ょ う 。」  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ワ ー ク シ ー ト 例  

研修会の進め方  

（例）５分コース「ワンポイント研修」 
理論編２ 「基本的な理論２」  

こ の よ う な 研 修 を 継 続 す る こ

と で ， 日 常 的 に 道 徳 に つ い て

話 し 合 え る 雰 囲 気 が で き ， 学

校 全 体 の 授 業 力 を 向 上 さ せ る

こ と に つ な が り ま す 。  
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 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

理

論

編

１  

「 考 え ， 議 論 す

る 道 徳 」 の 実 際  

 

 

 
理 論  
「 教 科 化 の 背 景 」  
「 道 徳 科 の 目 標 」  
「『 考 え ，議 論 す る 道 徳 』

の 捉 え 方 」 ｐ ５ ～ ８  
授 業 づ く り の ポ イ ン ト  
「 教 師 の 明 確 な 意 図 」  

ｐ ６ ６  
「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の

ポ イ ン ト 」  ｐ ６ １  

 

ね ら い  提 案 授 業 を 基 に ，「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」の 授 業 を

構 想 す る 際 に 押 さ え て お き た い 理 論 に つ い て ， 共

通 理 解 を 図 る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 基 本 的 な 理 論 を 確 認 す る 。  

② サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 明 確 な 意 図 を 持 っ て 授 業 を

構 想 す る こ と に つ い て 確 認 す る 。  

③ サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 学 習 指 導 過 程 を 構 想 す る 際

に 押 さ え て お き た い こ と を 確 認 す る 。  

④ 提 案 授 業 の 学 習 指 導 案 と 「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の

ポ イ ン ト 」を 照 ら し 合 わ せ ，実 際 の 授 業 の ね ら い

や 学 習 指 導 過 程 ， 発 問 に つ い て 具 体 的 な イ メ ー

ジ を 持 つ 。  

 

 

 

 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

演

習

編

１  

見 取 り と 評 価 の

具 体  

 

 

 

 

 

 

 

 
道 徳 科 の 評 価  
「 評 価 の 意 義 」 ｐ ８ ５  
「 大 く く り な ま と ま り

で の 評 価 」   
ｐ ９ ０ ～ ９ １  

ね ら い  児 童 生 徒 の 実 際 の 記 述 を 活 用 し ， 道 徳 科 の 評 価 の

基 本 的 な 考 え 方 を 基 に ， 見 取 り を 体 験 す る 。  

流 れ  ① サ ポ ー ト ブ ッ ク で ， 評 価 の 基 本 的 な 考 え 方 を 確

認 す る 。  

（ 児 童 生 徒 の 記 述 の コ ピ ー を 配 る 。）  

② 児 童 生 徒 の 実 際 の 記 述 を 見 て ， 実 際 に 見 取 り を

行 う 。「 自 分 と の 関 わ り で 考 え て い る 」部 分 に は

青 線 ，「 一 面 的 な 見 方 か ら 多 面 的 ・ 多 角 的 な 見 方

へ と 発 展 さ せ て い る 」 部 分 に は 赤 線 を 引 く 。  

③ ど の 部 分 に 線 を 引 い た か ， 情 報 交 換 を す る 。  

④（ 可 能 で あ れ ば ）事 前 に 準 備 し た 評 価 の 例 を 共 有

し ， 見 取 っ た 情 報 を ど の よ う に 評 価 に つ な げ た

ら よ い か を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

  ②30 分コース「実践ミニ研修」（放課後など）  

理論編  

演習編  

道
徳
科
の
基
本
・
明
確
な
意
図
・
学
習
指
導
過
程 
見
取
り
を
行
う 
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ね  
ら  
い  

提 案 授 業 を 基 に 「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 」 の 大 ま か な 学 習 指 導 過 程 の 構 想 の 方 法

に つ い て 知 り ， 授 業 実 践 に 生 か す こ と が で き る よ う に す る 。  
 

準  
備  
物  

参 加 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， 提 案 授 業 の 指 導 案  

進 行 役 の 教 師 ： Ｐ Ｃ ， 大 型 提 示 装 置 （ Ｔ Ｖ ， プ ロ ジ ェ ク タ な ど ）， ス ラ イ ド  

※ 事 前 に 道 徳 の 提 案 授 業 を 全 員 で 参 観 す る 。  

研  
修  
の  
流  
れ  

時 間  活 動 内 容  進 行 手 順  

30 秒  ね ら い の 確 認  「 道 徳 が 教 科 化 さ れ た ば か り で ，不 安 な こ と も あ る と

思 い ま す 。今 日 は ，道 徳 の 授 業 の 方 向 性 を み ん な で

確 認 し ，具 体 的 に ど の よ う に 授 業 を 構 想 す れ ば よ い

の か 提 案 授 業 を 基 に 考 え て い き ま し ょ う 。」  

５ 分  「 理 論 」 に つ い

て の 説 明  

・ サ ポ ー ト ブ ッ ク 「 教 科 化 の 背 景 」「 道 徳 科 の 目 標 」

「 考 え ， 議 論 す る 道 徳 と は 」 を 基 に 説 明 す る 。  

５ 分  「 教 師 の 明 確 な 意

図 」に つ い て の 説 明  

・サ ポ ー ト ブ ッ ク「 教 師 の 明 確 な 意 図 」を 基 に 説 明 す

る 。  

15 分  「 学 習 指 導 過 程

４ つ の ポ イ ン

ト 」 に つ い て の

説 明  

 

 

・サ ポ ー ト ブ ッ ク「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン ト 」を

基 に ， 具 体 例 を 踏 ま え て 説 明 す る 。  

「 ポ イ ン ト の １ つ 目 は ，ね ら い と す る 道 徳 的 価 値 に つ

い て の 問 題 意 識 を 持 た せ る こ と で す 。主 に 導 入 の 場

面 で ，主 題 に 対 す る 児 童 生 徒 の 興 味 関 心 を 高 め る 活

動 や 発 問 を 行 い ま す 。児 童 生 徒 に「 考 え た い 」と 思

わ せ ，自 分 と の 関 わ り で 考 え さ せ ま す 。サ ポ ー ト ブ

ッ ク ６ ８ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。例 え ば ，日 常 生 活

の ア ン ケ ー ト 結 果 を 提 示 す る こ と ，学 校 行 事 等 の 体

験 活 動 を 振 り 返 る こ と な ど の 工 夫 例 が 示 さ れ て い

ま す 。今 日 行 っ た「 〇 〇 〇（ 教 材 名 ）」の 授 業 で は ，

導 入 の 場 面 で 〇 〇 を 想 起 さ せ ，〇 〇 を 問 う こ と で 問

題 意 識 を 持 た せ る 働 き か け を 行 い ま し た 。  

ポ イ ン ト の ２ つ 目 は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」  

 ま と め  

質 疑 応 答  

「 私 た ち 教 師 が 明 確 な 意 図 を 持 ち ，４ つ の ポ イ ン ト を

取 り 入 れ な が ら 授 業 を 構 想 し て い き ま し ょ う 。」  

 
 
 

４ 分 30 秒  

ス ラ イ ド 例  

研修会の進め方  

（例）30 分コース「実践ミニ研修」 
理論編１ 「『考え，議論する道徳』の実際」 
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 研 修 内 容  ね ら い と 流 れ  

演

習

編

１  

１ 時 間 の 授 業 を  

構 想 す る  

 

ね ら い  ・ サ ポ ー ト ブ ッ ク を 活 用 し て 実 際 に 授 業 を 構 想 す る 。 

・ 協 働 に よ る 授 業 づ く り の よ さ を 体 験 す る 。  

流 れ  ①（ 研 修 会 の １ 週 間 程 度 前 に ）研 修 会 で 扱 う 教 材 を 指

定 し ， 事 前 に 各 自 で 略 案 を 作 成 す る 。  

※ 全 体 で １ つ の 教 材 を 扱 う パ タ ー ン ，学 年 ご と に １ つ

の 教 材 を 指 定 す る パ タ ー ン な ど ，学 校 の 実 態 に 応 じ

て 形 態 を 工 夫 す る と よ い 。  

② ３ ～ ４ 人 の グ ル ー プ を 作 り ，各 自 が 持 ち 寄 っ た 略 案

に つ い て 意 見 交 換 を す る 。  

③ グ ル ー プ で １ つ ，学 習 指 導 過 程 を 構 想 し ，略 案 を 作

成 す る 。  

④ そ れ ぞ れ の グ ル ー プ で 考 え た 学 習 指 導 過 程 に つ い

て 情 報 交 換 を す る 。  

⑤ （ 研 修 会 終 了 後 ）  

各 グ ル ー プ が 考 え た 略 案 を 印 刷 し ， 配 布 す る 。  

演

習

編

２  

模 擬 授 業 を 行 う  ね ら い  ・ サ ポ ー ト ブ ッ ク を 活 用 し て 構 想 し た 授 業 を 体 験 す

る 。  

・模 擬 授 業 で 得 ら れ た 成 果 と 課 題 を 通 し て ，指 導 の 改

善 に つ い て 考 え る 。  

・ 協 働 に よ る 授 業 づ く り の よ さ を 体 験 す る 。  

流 れ  ① 授 業 者 は サ ポ ー ト ブ ッ ク を 活 用 し て 授 業 を 構 想 し ，

略 案 を 準 備 す る 。参 加 教 師 は 教 材 と 略 案 を 事 前 に 読

ん で お く 。  

※ 60 分 コ ー ス  演 習 編 １ で 構 想 し た 授 業 を 行 っ て も  

よ い 。  

② 模 擬 授 業 を 行 う 。（ 範 読 は 省 略 ）（ 40 分 程 度 ）  

③ 授 業 者 が 自 評 を 述 べ る 。授 業 構 想 や 実 際 に 模 擬 授 業

を 行 っ て 悩 ん だ こ と や 困 っ た こ と が あ れ ば 挙 げ る

よ う に す る 。（ ５ 分 程 度 ）  

④ 参 加 者 全 員 で 意 見 交 換 を す る 。授 業 者 が 悩 ん だ こ と

や 困 っ た こ と に つ い て も 触 れ る 。（ 15 分 程 度 ）  

⑤ 模 擬 授 業 を 行 っ て み て ，思 っ た こ と や 感 じ た こ と に

つ い て ， 意 見 交 換 を す る 。  

⑥ 授 業 参 観 カ ー ド を 記 入 し ， 授 業 者 に 渡 す 。  

  ③60 分コース「授業づくり研修」（放課後・長期休業など） 

演習編  

授
業
を
構
想
す
る 
模
擬
授
業
を
行
う 

※ 事 前 に ， ５ 分 コ ー ス や 30 分 コ ー ス の 研 修 で ，「 基 本 的 な 理 論 」
「 教 師 の 明 確 な 意 図 」「 学 習 指 導 過 程 ４ つ の ポ イ ン ト 」 に つ い て
押 さ え て お く 。  
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ね  
ら  
い  

サ ポ ー ト ブ ッ ク を 参 考 に ， 実 際 に 行 う 授 業 の 学 習 指 導 過 程 を 協 働 で 構 想 し ， 授

業 力 向 上 を 図 る 。  
準  
備  
物  

参 加 教 師 ： サ ポ ー ト ブ ッ ク ， 教 材 ， 各 自 で 考 え て き た 略 案  

進 行 役 の 教 師：ワ ー ク シ ー ト ，大 型 提 示 装 置（ プ ロ ジ ェ ク タ ，実 物 投 影 機 な ど ） 

準
備  

事 前 に 研 修 会 で 扱 う 教 材 を 指 定 し ， 各 自 で 略 案 を 作 成 し て お く 。  

研  
修  
の  
流  
れ  

時 間  活 動 内 容  進 行 手 順  

２ 分  ね ら い と 進 め 方

の 確 認  

「 今 日 は『 協 働 に よ る 授 業 づ く り 』と い う こ と で ，事

前 に 考 え て き た 略 案 を 基 に ，グ ル ー プ で １ つ ，学 習

指 導 過 程 を 作 成 し ま す 。 今 か ら 45 分 間 ， グ ル ー プ

活 動 の 時 間 を 取 り ま す 。グ ル ー プ の 中 で 司 会・記 録・

発 表 の 係 を 決 め て 進 め て く だ さ い 。記 録 係 の 先 生 は

ワ ー ク シ ー ト へ の 記 入 を お 願 い し ま す 。○ 時 ○ 分 か

ら ，そ れ ぞ れ の グ ル ー プ で 考 え た 学 習 指 導 過 程 に つ

い て ，発 表 し て も ら い ま す 。お 互 い に 学 び 合 い ，よ

り 良 い 学 習 指 導 過 程 を 構 想 し ま し ょ う 。」  

45 分  グ ル ー プ 活 動  ・ グ ル ー プ に １ 枚 ， ワ ー ク シ ー ト を 配 布 す る 。  

・（ 可 能 で あ れ ば ） 質 問 へ の 応 答 や 悩 ん で い る グ ル ー

プ へ の 声 掛 け や ア ド バ イ ス を す る 。  

・ 残 り 時 間 の 声 掛 け を す る 。  

10 分  シ ェ ア リ ン グ  「 各 グ ル ー プ で 考 え た 学 習 指 導 過 程 に つ い て ，２ ～ ３

分 程 度 で 発 表 し て く だ さ い 。」  

（ グ ル ー プ 数 に 応 じ て ，全 グ ル ー プ ま た は 抽 出 グ ル ー

プ に 発 表 し て も ら う 。発 表 す る グ ル ー プ の ワ ー ク シ

ー ト を プ ロ ジ ェ ク タ 等 で 提 示 で き る と よ い 。）  

３ 分  感 想 発 表  

ま と め  

・ 参 加 教 師 数 人 に 感 想 を 発 表 し て も ら う 。  

「 今 日 は『 協 働 に よ る 授 業 づ く り 』と い う こ と で ，実  

際 に 行 う 授 業 の 学 習 指 導 過 程 を 考 え て み ま し た 。私

た ち 教 師 自 身 が『 考 え ，議 論 』し な が ら ，授 業 づ く

り が で き た の で は な い で し ょ う か 。今 日 考 え た 学 習

指 導 過 程 を ぜ ひ 実 践 し て ，手 応 え や 感 想 を 共 有 す る

こ と で 授 業 力 向 上 を 図 っ て い け れ ば と 思 い ま す 。」  

・（ 研 修 会 終 了 後 ）  

各 グ ル ー プ で 考 え た 学 習 指 導 過 程 を 印 刷 ・ 配 布 す る 。  

ワ ー ク シ ー ト 例  

研修会の進め方  

（例）授業づくり研修【60 分コース】 
演習編１ 「１時間の授業を構想する」 
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３ 複数の教師による評価  

指 導 体 制 の 工 夫 例  
○ 校 長 や 教 頭 な ど の 参 加 に よ る 指 導 。  
○ 他 の 教 職 員 と の テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ な ど の 協 力 的 な 指 導 。  
○ 校 長 を は じ め と す る 管 理 職 や 他 の 教 員 が 自 分 の 得 意 分 野 を 生 か し た 指 導 。  
○ 年 に 数 回 ， 教 師 が 交 代 で 学 年 の 全 学 級 を 回 っ て 道 徳 の 授 業 を 行 う 取 組 。  

２ 指導体制の工夫  

道 徳 科 は ，主 と し て 児 童 生 徒 を よ く 理 解 し て い る 学 級 担 任 が 計 画 的 に 進 め る こ と
が 望 ま し い と さ れ て い ま す が ，学 校 の 道 徳 教 育 の 目 標 の 達 成 に 向 け て ，学 校 や 学 年
と し て 一 体 的 に 進 め る も の で な く て は な り ま せ ん 。そ の た め に ，全 教 師 が 協 力 し 合
う 指 導 体 制 を 充 実 す る こ と が 大 切 で す 。  

道 徳 科 の 授 業 を 実 施 し や す い 環 境 を 整 え る こ と  
○ 校 長 の 方 針 の 下 に ，道 徳 科 で 用 い る 教 材 や 図 書 の 準 備・掲 示 物 の 充 実・教 材 コ ー ナ

ー の 整 備 な ど を 分 担 し て 進 め ら れ る よ う に ， 道 徳 教 育 推 進 教 師 が 呼 び 掛 け を し た
り ， 具 体 的 な 作 業 の 場 を 設 定 し た り す る 。  

指 導 力 向 上 の た め に  
○ 全 教 師 が ，道 徳 科 の 学 習 指 導 案 の 作 成 や 提 案 授 業 を 少 な く と も 年 に １ 回 は 担 当 し  

て 授 業 を 公 開 す る な ど ，学 校 全 体 で 積 極 的 に 指 導 力 向 上 に 取 り 組 む こ と が 望 ま れ
て い る 。  

学 級 担 任 以 外 か ら の 児 童 生 徒 の 学 習 状 況 や 道 徳 性 に 係 る 成 長 の 様 子 に つ い て 意
見 や 所 感 を 得 る な ど し て ，学 級 担 任 が 児 童 生 徒 を 多 面 的 ・ 多 角 的 に 評 価 し た り ，教
師 自 身 の 評 価 に 関 わ る 力 量 を 高 め た り す る こ と も 大 切 で す 。  

他 の 教 師 と 協 力 的 に 授 業 を 行 う こ と  
○ 他 の 教 師 と 協 力 的 に 授 業 を 行 う こ と で ， 児 童 生 徒 の 変 容 を 複 数 の 目 で 見 取 っ た

り ，評 価 に 対 し て の 共 通 認 識 を 持 っ た り す る 機 会 と な る 。学 級 担 任 が 普 段 の 授 業
と は 違 う 角 度 か ら 児 童 生 徒 の 新 た な 一 面 を 発 見 す る こ と も で き る 。  

他 の 教 師 に よ る 授 業 に 対 す る 評 価  
○ 道 徳 科 の 授 業 を 公 開 し て ，参 観 し た 教 師 か ら 助 言 を 受 け た り ，テ ィ ー ム ・ テ ィ ー

チ ン グ の 協 力 者 な ど か ら 評 価 を 得 た り す る 機 会 も 重 要 で あ る 。そ の 際 ，あ ら か じ
め 重 点 と す る 評 価 項 目 を 設 け て お く と ， 具 体 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク が 得 ら れ や す
い 。  


